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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月9日(2013.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような構成によれば、上記第１回転軸体および上記第２回転軸体は、一方が他方に
よって回転させられる関係とはなっていない。このため、上記第１回転軸体および上記第
２回転軸体を駆動するための駆動源などを第１中心軸周りに回転させる必要が無い。これ
により、小型化および動作精度の向上を図ることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　給電軸３は、フィード２２への給電に用いられるものであり、内筒軸４の内部に挿通さ
れている。本実施形態においては、給電軸３は、外筒軸５とともにアジマス軸Ｏｙ周りに
回転する。給電軸３の下端には、回転接続子としてのスリップリング３１が設けられてい
る。スリップリング３１は、モータ室１２内に設けられた固定側の給電部から、回転しう
るフィード２２に対して給電するための導通部品である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３７】
　レーダー装置Ｂ１を用いた気象観測をする場合、回転駆動装置Ａ１においては、まず、
一対のルネベルグレンズ２１と一対のフィード２２とをアジマス軸Ｏｙ周りに一体的に回
転させる。これは、モータＭ１によって外筒軸５を回転させることによって行う。このと
き、モータＭ２を静止させておくと、内筒軸４が外筒軸５と同じ回転数で回転する。この
場合、一対のフィード２２は、一対のルネベルグレンズ２１に対して相対回転しない。ア
ジマス軸Ｏｙ周りの回転によって水平方位の０～３６０度の全方位を対象とした観測が可
能となる。次に、アジマス軸Ｏｙ周りの回転に加えて、一対のフィード２２をルネベルグ
レンズ２１を中心としてエレベーション軸Ｏｘ周りに回転させる。これにより、各水平方
位での仰角０から９０度の観測が可能となる。このときには、モータＭ２を回転させるこ
とにより、外筒軸５の回転数と内筒軸４の回転数とに差を生じさせる。この回転数差に応
じて一対のフィード２２が一対のルネベルグレンズ２１を中心としてエレベーション軸Ｏ
ｘ周りに回転する。モータＭ２を適宜正転、逆転させることにより、レーダー装置Ｂ１は
、観測地点から望む天空の全領域を対象として気象観測を行うことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
Ａ１，Ａ２　回転駆動装置
Ｂ１，Ｂ２　レーダー装置
Ｍ１　　（第１）モータ
Ｍ２　　（第２）モータ
Ｏｘ　　エレベーション軸（第２中心軸）
Ｏｙ　　アジマス軸（第１中心軸）
３　　　給電軸
４　　　内筒軸（第２回転軸体）
５　　　外筒軸（第１回転軸体）
７　　　差動減速器
８　　　エレベーションセンサユニット
１１　　レドーム
１２　　モータ室
２１　　ルネベルグレンズ（第１被駆動体）
２２　　フィード（第２被駆動体）
２３　　ブラケット
２４　　ギア
２５　　エレベーションロッド（第３回転軸体）
２６　　ギア
２７　　べベルギア
３１　　スリップリング（回転接続子）
４１　　べベルギア
４２　　プーリ５１　　サポート
５２　　プーリ
６０　　出力軸
６１　　ウォームギア
６２，６３　　出力軸
６４，６５　プーリ
７０　　出力軸
７１　　入力軸
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７２　　差動軸
７３　　出力軸
７４，７５，７６　プーリ
７７　　ウォームギア
７８　　出力軸
７９　　プーリ
７１１～７１５　ベルト
８１　　移動体
８２　　センサ
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